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K 3 卜 S 超音液加湿器 


型式 

加湿量コン阳ールか 

TUH-A350 

テイーユーエッチ エー 


取扱説明書 

〈保証書付〉 



このたびは、トヨトミ超音波加湿器をお買 
い求めいただき、まことにありびとラござ 
いまず。 

ご使用の前に、必ずこの r 取扱説明書」を 
お読みいただき、正しくご使用ください。 
お読みになった後は、大切に保管してい 
たださ、取扱いのわか5ないとさや、不具 
合び生じたときにお役立てください。 
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の安をのために於ずお守り <ださい 


•お使し)になる人や他の人へのを害と財産への損害を未然に防ざ、本機をま全に正しく使用するために、化ずお守り 
し、ただくことを説明してしほす。 

•ここに示した表示は、誤った使し伯すこをしたときに生じるを害や損害の程度をなの表示で区分し、説明してしほす。 


A 警告 ( WARNING ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死 t 、 重傷を負5 
可能性、または火災の可能性び想定される内容を示しています。 

A ま意 ( CAUTION ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性や 
物的損害の発生び想定される内容を示しています。 


•お守りいただ < 内容を、;欠の絵表示で区分しています。 


0®®® 

この絵表示は、「禁止」されている 
内容です。 

OC 

この給表示は、必ずしていただく 
r 指示」内容です D 


♦説明文中の 「お願い」 事項は、本機を誤りな < 正しくお使いいただ < ための内容び記載されています。 


么警告 ( WARNING ) 


♦電源は交流 100 V1U がで使用しない。 

1 00V し U がの電源を使ラと、電気部品び過熱したり、火災•感電の原因になり 
ます。 

ミ 

請 Q 禁止 

参本体を水につけない、水をかけない、直接水を入れない。 獲 

送風□や吸気□(製品の底面にある)から水び回りこんで乂巧•感電'シヨート 
の原因になります。 - 

^ @ir 

♦か巧の手の届く所で使用しない。 ^ 

感電'部品を誤飲する原因になります。 

身り g 止 

参壁コンセントか 5 延長コードを使巧して運転しない。または他の電気器具と f 
は共用しない。 、 

火災和感電、電源プラグの発熱の原因になります。 L 


Q 禁止 

♦電源プラグは、ほこりび付着していないか確認し、ガタつきのないよラに 
根元まで確実に差し & む。 

ほこりび付着したり、接続び不完全な場合は感電や火災の原因になります。 

良 

確認 


♦電源コードは、束ねたり、弓 I っ張ったり、物を載せたり、加熱したり、加工したり、 
物と物との間にはさんだりしない。 

電源コ-ドび破損する原因になります。 

傷んだまま使用すると感電や火災などの原因になります。 



♦濡れた手で電源プラグを巧を差ししない。 

感電の原因になります。 ^ 


♦本体内部のお手入れに下記の洗ミき剤を使用しない。 か! 

塩素系•酸性ブルカ U 性竜気ポット用洗;争剤(クエン酸等） M 

本体内部に洗を剤び残り、有毒ガス発生や水漏れの原因になります。 Ef 

禁止 

参の出 □ 、吸気 □ に異物を入れない。 

感電の原因になります。 

藝0 禁止 

♦排水ずるときは、水タンクをはずし、必ずも図のち向に排水してください。 / 

操作部備こ排水すると、水び回りこんで火災•感電•シヨートの原因になります。 ド 

渗か避ち向 


•一般家庭の居室がで使わない。 

特に温室など高湿度で連続使用すると、器具の寿命び短 < なったり感電'火 
巧のおそれびあ D ます。 

また、食品'動植物•楽器•美術品等のな巧などの特殊用途に使用しますと、加 
湿器自体ならびにこれらの品物の品質低下の原因になります。 



♦改造はしない。また修理技術ち!•ソがの人は、絶巧に分解したり、修理•改造を 
おこなわない。 

火災•感電•けびの原因になります。 



© 分解 
禁止 






































A 警告 ( WARNING ) 


♦異常時(水漏れ、こげくさい等）は、運転を停止して電源プラグをコンセント 


か5巧き、お買いなめの販売店または、別紙の1お客様ホ目談窓□一覧1にごホ目 

雷厢ブ ラグ 

談ください。 

を抜く 

異常のまま運転を続けると、故障や感電'火災の原因になります。 


♦修理は、お買い巧めの販売店または、別紙の1お客様ホ目談窓□-覧1にご相談 


<ださい。 

■■実施 

ご自分で修理をされ、修理に不備びあると、感電'火災等の原因になります。 



A 注意 ( CAUTION ) 


> 

•電源プラグを巧くときは、電源コードを持たずに、必ず巧端の電源プラグを 
持って巧 <。 

コードをもって抜くとな線び破損してショート感電'発火の原因になります。 

目 

か持っ 

♦使用時州ま、電源プラグをコンセントか5巧く。 

けびややけどの原因になったり、絶縁劣化による感電•漏電火災の原因になり 
ます。 

が 

— 電源プラグ 

♦電源コードや電源プラグび傷んだり、コンセントの差し & みびゆるいときは、 
使用しない。 

電源コードや電源プラグび異常に発熱し、溶けたり変あして、感量ショート 
発火の原因になります。また、コンセントの差し込みびゆるし化感じた時はエ 
事業をに依頼してコンセントを取り替えてください。コンセントを交換しても 
異常に発熱してしぶ場合は販売店に修理依頼してください。 


確認 

•落とした水タンク•本体を使わない。 

そのまま使ラと破損箇所から水漏れしてショー h 感電'発火の原因になりま 
す。 


殺み 止 

♦暖房機徽祝 の近くや、上にのせて使用しない。 

火災•故障の原因になります。 


象貧 Q 禁止 

♦水タンクの水は毎日新しい水道水と入れかえ、本体内部は常に清潔を巧つ 
よう定期のに掃除ずる。 

掃除せずにお使いになると、巧れや水あかにより、カビや雑菌び繁殖し悪臭 
の原因になります。まれに体質によっロホ、過敏に反応し、健康によくないこ 
とびおります。 

この場合は医師に相談してくださし、 


指示 

♦水は必ず水道水を使用し、巧れた水やお 湯、 洗剤などは入れない。 

水に薬品•香料•撤由などを入れない。 

健康を害することや、器具の故障や変おの原因になります。 

参水タンク内にア□マオイルを入れない。 

水タンクび変巧、破損して水漏れした D 、 器具の故障の原因になります。 


禁止 

参水タンクやの出□をはずしたまま、電源を入れない。 

水び飛び散ったり、水柱に手を触れると痛みを感じたりしてを険です。 

♦水びないままや、横転、逆さにしたままで電源を入れない。また、電源を入れ 
たまま横転や水を捨てない。 

振動テびこわれ、故障の原因になります。 

S 喧^ 〇 禁止 

♦外出ずるとさ、使用しないとさ、保管ずるときは、必ず電源プラグをコンセン 
卜か5巧<。 

けびややけど、絶縁劣化による感電'漏電火災の原因になります。 


電源乃グ 
を抜く 

♦給水は、必ず水タンクに給水ずる。水そう部に直接給水しない。 

送風□等に水滴び入ったりして、漏電'感電のおそれびあります。 


禁止 

♦水を補給するために水タンクをはずずときは、必ず r 電源スイッチ」を 
rOFFJ にずる。 

送風□に水ミ商び入ったりして、故障の原因になります。 


指示 





























使用上のごま意とお願い 


♦直射日光のあたるところや暖房器具のおくに置かない。 

変巧•変質や故障の原因になります。 


•本体の上に物をのせたり、乗ったりしない。 

転倒による本体の破損•故障の原因になります D 


参本体をさかさまにしない。 

故障の原因になります。 


♦吸気□•吹出□をふさびず、室内の空気びよく循環ずる場刷こ置 <。 

性能低下や故障の原因になります。 


参移動ずるときは、傾けたり、ゆずったりしない。 

水びこぼれます。 

水そ5内の水量び増えすざて、加湿しにく <なります。 


♦ず結に気をつける。 

凍結したまま使うと、故障の原因になります。 

凍結のおそれのあるとをは、水タンクの水を捨ててください。 


参窓やちたい壁か5は、できるだけ離して風通しの良い場所に置く。 

窓や;令たい壁に霧びかかりますと、水ミ商となって窓や壁、床につくことびあり、カビなどび発生 
することびあります。風通しの良い場所で使用してください。 


♦加湿された風を直接家具•電気製品•壁•力ーテンなどに当てない。 

家具や壁にシミび付いたり、故障ずあの原因になります。 



炎色反応について 


ガス器具の近 < でご使用になりますと、ガスの炎(通常は青色)びだいだい色になることびありま 
す。これは水中に溶けているカルシウムなどび加熱されるとをに特有の光を発する現象なので 
む配ありません。なるベ < 離してご使用ください。 



白い粉について 


お使いになる水によっては、水中に溶解しているカルシウムなどが白い粉となって、テレビ和家具 
などに付着することがあります。 

付着したと动ま、和わらかい布などで早めにふきとってください。 

L 



ア□マオイルについて 


ア□マポットブ□マキャッブスポンジ m 外(吹出口をはめ込む本体側を含む） \ 

にア□マオイルが付着した瞄ま、きれいに拭き取ってください。変色•変形•固着 \ 

の原因になることがあります。（ア□マポットにまだア□マオイルが入っている S 

時は吹出口を水タンクから取りはずしてから給水などの作業をしてください。） 

本体内部までア□マオイルが入ったおそれがある時は、本体内部の水道水を 

捨てて、タンクキャップや本体内部の振動子と水そ 5 部を洗;争して < ださい。 - -- 

川 61曰苗の点検•手入れ1 参照） ^ 

また、水タンク内には絶対にア□マオイルを入れないでください。 -/ 

水タンクの変おや破損して水漏れしたり、器具の故障の原因になりまず。 



おやずみの際には… 



本製品には自動加湿調節機能び備わってお D ません。 

夜間は室温び下びり結露しやすくなりますので、おやすみの際には運転を停止させるか、ひかえめな設定にしてく 
ださい。 

























固設置場所について 


設置場所の基準寸法のめやず 



参図のように、周囲との距離を充分にとる。 

(同じ部屋で加湿器を2台しツ上使用する場合は、間 
隔を□.已 m しツ上離す。） 

•テレビ•才ーディオ等の AV 、 バソコン機器から 3 m 
1；(上離し、でさるだけ別のコンセントを使用する。 
電波の弱い地域では、映像の乱れや雑音び出るこ 
とびあ0ます。 


こんな場所には設置しない 


落下物のむ配がある場所、凹凸のある場所では使 
用しない 

不ま定な物をのせた棚などの下、凹凸びある不ま 
定な場所では使用しないで < ださい。思わめ事故や 
誤作動の原因となります。 


じゅラたん•電気カーぺッ h ふとんなどの上 

毛足び長いじゅラたんの上や、ふとんの上などに置 
<と、吸気□びふさびれて霧の出かたび悪 < なりま 
す。また、内部温度び上昇して水びあ面れたり、安全 
装置び誤作動することびあります。 



窓や;をたい壁か5は、できるだけ離して風通しの良 
い場所で使用する 

窓や;令たい壁に霧びかかりますと、水;商となって窓 
や壁、床につくことびあり、カビなどび発生すること 
びあります。風通しの良い場所で使用してください。 


直射日光びあたる場所、暖房機の上や近 <、温風が 
あたるところ 

変形•変色することびあります。また、水タンクの 
圧力び上びり、霧の出かたび少な < なることびあ 
0ます。 


霧び家具•壁•カーテン•天井•電気製品などに直接あ 
たるところ 

故障したり、家具などにしみび付いたり、変おの原因 
になります。 


電磁調理器やスピーカーの近 < など、磁気のをいと 
ころ 

正常に動作しない場合びあります。 


傾斜のあるところや不を定な場所 

本体び傾くと、加湿量び変化したり、フ□-トスイッ 
チび作動して運転び停止することびあります。 
















































面各部のなまえとはた s を 






吸気 □ 

/空気中のホコ、 
リを吸い込み 
まずので、と 
さどさブラシ 
や掃除機など 
で掃除をして 
1<ださい。/ 





吹出 □ 


-給水 □ 

(水タンクに水を入れまず。） 



タンクキャップ 

(水タンクに水を入れるとをにはずします。） 





















































の巧用前の準備 

1.水タンクを洗いまず。 


A 注意 


給水は、必ず水タンクに給水ずる。水そう部に直接給水しなし、。 
送風□に水滴が入ったりして、漏電•感電のおそれがありまず。 


0 


禁止 


①の出□を水タンクか5はずしてください。 

-お願い- 

アロマキヤップを閉めて吹出□をはずしてから水タンクを移動してください。 
開けたまま移動すると、オイルびこぼれ、変色'をあする原因になることびあり 
ます。 

V_ 


⑧水タンクを本体か5はずし、タンクキャップを上にして、左「〇」に回して取り 
はずしてください。 


③ 給水のつど、水タンク内を次の順序で洗ってください。 

(1) 水タンクに水道水を1〜 2 U 水タンクの約1/2程度)人れてください。 

( 2 ) タンクキャップをち「〇」へ回して、しっかり締め、ふり洗いして 
水タンク内の巧れを取り除を、水を捨ててください。 

-お願い- 

洗き Ij は使用しなし巧ください。霧の量び少なくなります。 


2.水タンクに水道水を入れてくださし、。 



A 注意 

水は必ず水道水を使用し、巧れた 7 j < やお湯、洗剤などは入れない。 

水に薬品•香料•精油などを入れない。 禁止 

健康を害ずることや、器具の故障や変おの原因になりまず。 

水タンク内にア□マオイルを入れない。 A 

水タンクが変お、破損して水漏れしたり、器具の故障の原因になりまず。 ^ V 


水を補充ずるときなどに水タンクをはずずときは、必ず r 電源スイッチ」を 

roFF 」 にずる。 ■■ぉ示 

送風□に水滴び入ったりして故障の原因になりまず。 


お願い 


•水タンクに水を入れるとき、持ち運ぶときなどに、誤って水タンクを落としたりすると破損します。 
充分に注意してお取り扱し K ださし、。 

•給水のとを、水タンクの給水□に水道の蛇□を直接差し込んで給水することはおやめください。 
水タンクび破損することびあります。 


① タンクキャップをち「〇」に回して、しっかり締め、水タンクを本体にセットしてください。 

-お願い- 

水タンクを本体からはずしたまま、放置しなし巧ください。暖房器具の熱や直射日光で温度び上びると、水タンク内 
の空気びふくらみ、タンクび変おすることびあります。 

V 


③の出□を水タンクにセットしてくださし、。 


3.電源プラグをコンセントに差し込みます。 

•電源プラグを交流1 00 V し U 上の専用コンセントに差し込んで < ださい。 


A 注意 


電源プラグは、ほこりげ付着していないか確認し、ガタつきのないよ 
ラに根元まで確実に差し込!む。 

ほこりが巧着したり、接続が不完全な場合は、異常に発熱し電源ブラ 
グび溶けたり変おして感電や义災の原因になりまず。 


0 


禁止 























































图巧いかた 


1.吹出口をお望みの方向に向けまず。 

•吹出□を霧を出すお望みのち向に向けてください。 

-お願い- 

•テレビや家具、力ーテンなどに霧び直接かからなしなう、吹出□の方向にま 
意してください。 

•電源スイッチを roN 」 にしたまま本体を傾けたり、揺らしたり、転倒させない 
で < ださい。 


2.電源スイッチを rON」 にしまず。 

•電源スイッチを押して r — ON 」 にして < ださい。 


3.加湿量を調節しまず。 

•加湿調節つまみを「。〇 〇 〇 〇」の間で移動させ、お好みの加湿量に調 
節してください。 

-お願い- 

加湿調節つまみ位置び同じでち霧の量は一定ではありません。水温や室温び 
イ氏し)と霧の量び少なくなり、20〜30分運転すると徐々にをくなります。また、 
その曰の室温や天候でち変化します。長時間連続加湿される場合はま意び必 
要です。 

V_ J 



4.水びなくなった5、水タンクに水を補給しまず。 
-お願い- 

水を補給するために水タンクをはずすときは、必ず r 電源スイッチ」を roFF 」 にしてください。 


参水びな < なってをますと、フロートスイッチび働いて、吹出□から霧び出な<な〇ます。 
送風を止め(電源スイッチを roFF 」 に)、水タンクに水を補給してください。 

己.震びをいときは、加湿調節つまみで調節しまず。 

•その時の温度や湿度によって霧で床をめらすことびあります。 

こまめに加湿調節つまみで霧の量を調節して < ださい。 


6.ア □ マポットの使いかた(ア □ マ運転） 

①ア□マキャップを開けまず。 

芳ま用のスポンジをア□マポット内へ入れます。（お買いホめ時はスポンジは 
ア□マポット内に入っています。） 

③ア□マオイルを付属のスポイトで吸い上げ、ア□マポット内のスポンジに染& 
ませまず。 

-お願い- 

参ア□マオイルは、スポイトで3〜已滴を目まにスポンジに染み&ませてくだ 
さい。 

それしツ上入れたり、スポンジを取りはずした状態でアロマオイルを滴下する 
と、こぼれたり、変色ずあ•固着の原因になることびあります。 

参ア□マポット•ア□マキヤップスポンジ1•ソ州こア□マオイルび付着した時は、 
をれいにふさとつてください。 

変お•変色•固着のおそれびあります。 


ア□マキヤップ 



③ア□マキヤップを閉めて加湿器を運転しまず。 

♦移動ずるとをは… 

ア□マキヤップを閉めてか6移動させてください。 

開けたまま移動すると、アロマオイルびこぼれ、変色、変あ、固着する原因になることびあります。 

参ア□マオイルについて… 

付属のア□マオイルびなくなりましたら、市販されているアロマオイルをお使いください。 

♦ア□マオイルの香りをかえるときは… 

吹出□を取りはずし、アロマポット内のスポンジを取り除き、食器用中性洗剤で洗ってください。そのあと洗剤び残 
らないよラに水でよくすすいでください。 

新しいスポンジを使ってください。 






































图曰常の点検-手入れ 


AI 

寿告 

修理技術ちがの人は、絶対に分稱したり修理•改造はしない。 

発义したり、異常動作してけびをずることがちりまず。 

分解 

禁止 

参お手入れの際は、おず電源スイッチを 「 OFF 」 にして電源プラグをコンセントか6巧く。 
♦本体ごと水の中につけたり、本体を 7 j < 洗いしたり、スイッチ部に 

を 巧く 



水をかけたりしないでください。 

シヨート •感電のおそれびありまず。 


国水タンタの} 青除(給水のつど、おこなってください。） 

参水タンクに給水するつど、水タンクこ1/2程度の水を入れ、ふり洗いして、水タンク内のちれを取り除いてください。 
( I の 使用前の華 福 を参照して < ださい。） 

■本体の掃除 ( 1週間に1回上） 

-お願い- 

ベンジン、シンナー、洗剤、薬品類、みびき粉、化学雑巾などは使用しなし)でくださし、。 

また、熱湯 (40° CUI 上)で洗わないでください。をあ、変色、変質の原因になります。 

V_ _ _ J 


1.水タンクをはずし、水そう部の水を捨てまず。 

絶巧に操作部側に排水しないで < ださい。電気部品び水濡れしてを険 
です。 



2.水そう部の中の振動子の表面を手入れします。 

柔らかい巧で面いてください。特に振動テの表面を傷つけると故障の 
原因とな D ますので、金属性のブラシなどでこすらないで < ださい。水 
そラ部の内部のよごれび気になるとさは、綿棒やスポンジなど柔らかい 
ちのを用いて洗って < ださい。 

• あ願し、 ' 

洗剤で洗ラと霧の出かたび少な<な0ますのでおやめください。 


3.吸気□の掃除をします。 

本体底の吸気口に付着したほこりを]箇月に2回し：|上掃除機などで取り除 
いて <ださい。 


4.本体のミちれを取ります。 

柔らかい巧でみいてください。落ちにくい巧れは、中性洗剤溶液に浸した 
巧を固くしぼってふき取り、そのあと洗斉阳堀らなしなうに水ぶきしてくだ 
さい。 


已.ア□マポットの掃除 

吹出□を取りはずし、食器用洗剤で洗って < ださい。そのあと洗剤び残らな 
しなうに水でよくすすし)でください。 




■電源プラグ•コンセントり 箇月に 1 回 liLh ) 


>電源プラグ、コンセントにほこりや巧れびたまると、火災の原因となりま 
す。1箇月に1〜2回、電源プラグをコンセントから抜いて、付着したほこ 
りや巧れを取り除いてください。 













































团修埋を巧頼される前に 


なの表に従ってお調べいただを、それでち具合の悪い時は、お買いまめの販売店または別紙の 柩客様相談窓□一圍 
にご連絡ください。 


症状 

調べるところ 

直しかた 

風も霧も出ない。 

電源プラグび、コンセントにしっかり差し 
込まれていますか。 

電源プラグを、確実にコンセントに差し込んでくださ 
い。 

電源スイッチが r — ON 」 になっていま 
すか。 

電源スイッチを r — ON 」 にしてください。 

風は出ているび 
霧び出ない。 

給水タンクに水び入ってしほすか。 

水を補給してください。 

フロートに水あかや鉄片び付着してい 
ませんか。 

フ□-卜を掃除してください。 

振動テの表面に水あかや堆積物がたま 
っていませんか。 

振動テを掃除してください。 

振動テの寿命。 

振動テを交換して < ださい。 

(販売店に依頼してください。） 

霧の出かたび少 
ない。 

水温や室温び化くありませんか。 

給水温度、室温び化いとさは、2□〜3□分運転すると 
やびてを <なります。 

加湿調節つまみび 「 。 」 になっていませ 
んか。 

加湿調節つまみを 「〇」 のちにしてください。 

水び水そラ内にたくさん入っていませ 
んか。 

コンセントから電源プラグを抜き、いったん水そう部の 
水を捨ててから、水タンクをセットし直してください。 

ミ由や洗剤や薬品などび水に混入してい 
ませんか。 

水タンクと水そラ部の水を捨て、すずいだ後、乾いた巧 
で水滴をよくふを取ってから、セットし直してください。 


面保管 


保管のしかた 

保置する場合は 圆 日常の点検守入 巧 をおこなってください。 

水タンク、本体の排水後は、陰干ししてよ < 乾燥させてから、包装箱に入れるか、ポ I 」袋をかぶせて高温を湿の場所 
をさけて、な管してください。_ 
























面仕様 


型 


式 

の 

名 

称 

TUH - A 350 

種 






類 

超音波式 

使 



用 



水 

水道水 

製 

口 

加 

湿 

能 


力 

0.35L/h まで無段階調節 

連 

続 

加 

湿 

時 

間 

約 8.5 時間(最大加湿時） 

□□ 

能 

適 

用巧 

面積 

の 

めや 

ず 

6 〜 1 日畳 

力 

水 

夕 

ン 

ク 

客 

量 

吕し 

電 

電 

源 

ヒ 

J. 

— 

ズ 

125V 1A 

封 

特 

性 

電 





源 

単相10 0V 己 0/60HZ 

定 

巧 

消 

費 

電 

力 

43/4 1W 


電 

源 

□ 


— 

ド 

約 2m 

付 



属 



品 

ア□マオイル-スポイト 

が 


お 


す 


法 

幅2己 0X 奥行 1 20X 高さ300 mm 

質 量 

2.已 kg (水を除く） 


画保証と アフターサービス 


♦この製品には巧罰書がついていまず。 （裏表紙についています。） 

保証書は、販売店で所定事項を記入してお;度しいたしますので、所定事項の記入および記載内容をご確認のラえ、 
大切に保管してください。 

♦巧証期間はお買い巧めの曰か51年間でず。 

なお、保証期間中でも有料になることびありますので、イ呆証書をよくお読みください。 

♦巧証期間経過をの修理については、販売店にご相談ください。 

修理によって機能び維持できる場创ま、お客様のご要望により修理いたします。費用など詳ししにとはお買いホめ 
の販売店にご相談 <ださい。 

当社は、販売店からのま文により、補修用性能部品を販売店に供給します。 

参加湿器の補修用性能部品の巧有期間は、製造巧切りを6年でず。 

補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 


使用中に異常び生じたときは、直ちに電源プラグを巧き、お買い巧めの販売店 


型 式… TUH - A 3 已〇 

に修理を依頼してください。 


故障状態…できるだけ詳しく 

アフターサービスをお申しつけいただぐとさは、ちのことをお知6せぐださい。 

V J 


ご氏名•ご住所•お電話番号 

J 


参アフターサービスについてご 不明の場合、その他お困りの場合、お買いホめの販売店または別紙の r お談窓 
呂^までご相談ください。 

•ご贈答、ご移転により、お買いまめの販売店のアフターサービスを受けられなくなる場合は、販売店または別紙の 
ぶ 客様柏談窓 □一覧Iまでご相談 < ださい。 
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豆超音波加湿器保話書 


f 型式 

TUH - A 3 已〇 

※保証期間 

お買いホめ曰より1年間 

お買いホめ曰 年月 曰 

お客様 

ご住所 
ご芳名 

干 TEL 

販売店 

V 

住 巧 

氏 名 

干 TEL 

@ 

がこはサィン J 



^※印欄に記入びない、あるいは購入 • 支払いを証明するちの'、 
V びない場合は無効となりまずから必ずご確認ください 。 ) 

本保証書は、本書記載の内容で無料修理をおこなラことをお約束 
するをのです。 

株式会社 K 3 I -5 

干 467- 服配名古屋市瑞穂区桃園町日蚕17号 TEL 052-822-1 144 


修理規定 


1. お買い求め曰か5上記保証期間中に、取扱説明書、 
本体 P 占付ラベル等のを意に従った正常な使用状態で 
故障した場合には、本書記載内容にちとづを、当社 
び無料修理いたします。 

2. 無料修理をお受けになる場合は、本書あるいは購入 
曰•支もいを証明するちのをご提示のラえ、お買い 
巧めの販売店または当社にご依頼くださし、。 

3. ご転居•ご贈答品等で、本書に記入してあるお買い 
まめの販売店に修理びご依頼でをない場をには、当 
社へお問いをわせくださし、。 

4. 保証期間内でを、次のよラな場合には有料修理とな 
ります。 

イ.使用上の誤り及び不当な修理や改造による故障及 
び損傷。 

□. お買い求め後の落下-転倒-衝撃-輸送等による 
故障及び損傷。 

八.火災-地震-水害-落雷-その他の天災地変、公 
害や異常電圧などによる故障及び損傷。 

二.居室用加湿し U 外（例えば、温室や業務用の使用、 
車両-船舶への搭載）に使用された場合の故障及 
び損傷。 


ホ.本書の提示びない場含。 

へ.本書にお買い求め年月曰-お客様名-販売店名の 
記入びない場合、または字句を書を督え5れた場 
合。通信販売等で購入され、それを証明する商品 
の送り状-支払明細書の提示びない場合。ネット 
販売を利用した個人売買品や譲渡品、中ち品（再 
生品）の修理。 

已.本書は曰本国内においてのみ有効です。 

目.本書は再発行いたしませんので、紛失しないよラ大 
切に保管してくださし、。 

♦この保証書は、本書に明示した期間、条件の下におい 
て無料修理をお約まするちのです。従ってこの保記書 
によってお客様の法律上の権利を制限ずるをのではあ 
りませんので、保証期間経過後の修理等について、ご 
不明な場をは、お買い求めの販売店または当社にお問 
いをわせくださし、。 

•保証期間経過後の修理等について、詳しくは r 保記と 
アフターサービス」の項をご覧ください。 

♦お客様の個人情報は、当社規定により、厳格に管理し 
ます。保証期間内のヴービス活動、及びその後の安全 
点検活動のために利用させていただく場をびあります 
ので、ご了承くださし、。 


{ 修理メモ ^ 

年月曰 


修理巧容 


担当者 

) 




お客様へ…おぼえのために記入されると便利でず。 


/ 

型 式 

TUH - A 3 已〇 

お買い巧め年月曰 

\ 

年月日 

お買い巧め店名 

\ 

(電話番号 ）（ ） 一 

J 


f 


をみ 



























